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第
50
回
定
期
総
会

第
50
回
定
期
総
会
は
、令

和
３
年
５
月
22
日
㈯
に
開
催

す
る
予
定
で
し
た
が
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が

発
出
・
延
長
さ
れ
た
た
め
、

前
回
に
引
き
続
き
書
面
郵
送

に
よ
る「
紙
上
総
会
」の
形

式
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
総
会
に
つ
い
て
は
、令

和
２
年
度
第
６
回
常
任
役
員

会
で
の
議
決
に
よ
り
、コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
を
回
避
す
る
見

地
か
ら
、出
席
者
を
本
会
の

本
部
役
員
に
限
定
し
た
形
で

対
面
開
催
す
る
べ
く
準
備
を

進
め
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

緊
急
事
態
宣
言
の
期
間
が
延

長
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、急
き
ょ

鈴
木
会
長
・
北
村
幹
事
長
の

判
断
に
よ
り
紙
上
総
会
に
切

り
換
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。こ
の
切
り
替
え
は
、右
記

と
同
じ
令
和
２
年
度
第
６
回

常
任
役
員
会
で
の
申
し
合
わ

せ
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
紙
上
総
会
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、定
期
総
会

に
出
席
予
定
だ
っ
た
本
部
役

員
22
名
に
対
し
て
、書
面
表

決
を
依
頼
し
ま
し
た
。う
ち

20
名
か
ら
表
決
書
を
提
出
い

た
だ
き
、そ
の
結
果
、本
総

会
に
お
け
る
各
議
案
は
多
数

決
を
も
っ
て
全
て
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
書
面
表
決
結
果
の
詳
細

は
、左
記
の
通
り
で
す
。

第
１
号
議
案

各
部
報
告

可
19
　
否
１

第
２
号
議
案

令
和
２
年
度
事
業
報
告
　

可
20
　
否
０

第
３
号
議
案

令
和
２
年
度

　
決
算
報
告
・
監
査
報
告

可
20
　
否
０

第
４
号
議
案

令
和
３
年
度
事
業
計
画（
案
）

可
20
　
否
０

第
５
号
議
案

令
和
３
年
度
予
算（
案
）　

可
19
　
否
１

　
今
回
の
総
会
資
料
は
、本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
デ
ー
タ

を
公
開
し
て
い
る
の
で
、ご

参
照
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、通
例
で
は
定
期
総

会
と
同
日
に
開
催
し
て
い
る

懇
親
会
に
つ
い
て
は
、コ
ロ
ナ

対
応
の
た
め
、本
年
度
は
中

止
と
し
ま
し
た
。

紙上
総会

日
本
大
学
通
信
教
育
部

校
友
会

　
本
部
役
員

　
名
簿

                    

（
追
加
）

　
令
和
２
年
役
員
改
選
に
つ

き
、前
号
掲
載
の
本
部
役
員

名
簿
に
次
の
各
人
を
追
加
し

ま
す
。

相
談
役

　
小
西
　
長
之
助

　
石
川
　
寿
朗

　
白
戸
　
忠
志

　
淺
野
　
恭
司

　
三
村
　
洋
一

　
新
谷
　
拓
也

　
本
田
　
守

常
任
幹
事

　
久
嶋
　
佳
奈

　
　（
大
学
院
支
部
）

幹
事

　
行
田
　
邦
子

　
　（
埼
玉
県
支
部
）

事
務
局
次
長

　
岩
尾
　
健
太
郎

　
藤
井
　
友
和

　
五
十
嵐
　
美
奈

通
信
教
育
部
へ
70
万
円
を
寄
付

通
信
教
育
部
へ
70
万
円
を
寄
付

通
信
教
育
部
へ
70
万
円
を
寄
付

　
通
信
教
育
部
校
友
会
は

準
会
員
支
援
の
一
環
と
し
て
、

通
信
教
育
部
に
70
万
円
を
寄

付
し
、令
和
３
年
３
月
23
日

㈫
に
通
信
教
育
部
２
号
館
に

お
い
て
贈
呈
式
が
挙
行
さ
れ

た
。

　
贈
呈
式
に
は
、学
校
側
よ

り
川
又
通
信
教
育
部
長
・
瀨

川
事
務
局
長
・
藤
田
庶
務
課

長
、本
会
か
ら
は
鈴
木
会
長
・

北
村
幹
事
長
が
出
席
し
た
。

　
本
会
か
ら
の
寄
付
金
は
例

年
、通
信
教
育
部
の
卒
業
生

な
ら
び
に
大
学
院
総
合
社
会

情
報
研
究
科
の
修
了
生
へ
の

記
念
品
の
費
用
に
充
て
ら
れ

て
い
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
だ
よ
り

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
（
高
知
県
支
部
主
催
）

　
令
和
２
年
度
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
総
会
が
10
月
25
日
㈰
高

知
市
内
の
老
舗
ホ
テ
ル
三
翠

園
で
開
催
さ
れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
関
係
で
多
く

の
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
が
中
止
さ

れ
る
な
か
、坂
本
龍
馬
の「
い

ご
っ
そ
う
」精
神
を
引
き
継

ぐ
高
知
県
支
部
の
校
友
の
尽

力
に
よ
り
、同
年
度
で
は
唯
一

開
催
さ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
総
会

と
な
っ
た
。

　
開
会
に
当
た
り
、通
信
教

育
部
事
務
局
長
の
瀨
川
一
之

氏
か
ら
挨
拶
と
現
状
報
告
を

い
た
だ
き
、続
い
て
通
信
教

育
部
校
友
会
の
鈴
木
勝
会
長

か
ら
校
友
会
活
動
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
議
事
に
入
り
、山

崎
愛
媛
県
支
部
長
、木
村
香

川
県
副
支
部
長
、土
井
徳
島

県
支
部
長
及
び
水
田
高
知
県

支
部
長
か
ら
の
各
県
の
支
部

活
動
の
現
状
報
告
に
基
づ

き
、校
友
会
活
動
の
発
展
及

び
活
性
化
に
つ
い
て
、活
発

に
討
論
し
た
。

　
討
論
で
は
、通
信
教
育
部

開
設
後
60
年
以
上
を
経
過
し

た
今
日
、ス
ク
ー
リ
ン
グ
期

間
の
減
少
に
よ
り
、芸
能
祭

や
親
睦
旅
行
が
実
施
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
、さ
ら
に
、入
学

生
の
６
割
が
大
学
卒
と
い
う

事
情
の
た
め
か
、学
友
意
識

が
希
薄
に
な
り
、学
友
会
及

び
校
友
会
活
動
の
低
調
の
原

因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、等
々

を
語
り
合
っ
た
。

　
地
方
で
は
卒
業
生
の
減

少
、校
友
の
高
齢
化
の
な
か

で
、一
部
役
員
が
校
友
会
活

動
の
灯
火
を
消
さ
な
い
た

め
、い
ろ
い
ろ
努
力
し
て
い
る

こ
と
が
議
論
さ
れ
た
。

　
今
後
は
21
世
紀
型
の
校
友

会
の
あ
る
べ
き
姿
を
、若
い

校
友
を
中
心
に
し
て
確
立
す

る
必
要
が
あ
る
と
の
結
論
に

至
っ
た
。

　
ま
た
大
学
当
局
へ
の
要
望

と
し
て
、地
方
で
の
入
学
説

明
会
の
開
催
や
高
校
へ
の
勧

誘
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し

た
。

　
翌
日
に
は
、四
国
ブ
ロ
ッ

ク
総
会
協
賛
の
和
田
明「
山

岳
写
真
展
」な
ら
び
に
高
知

城
を
見
学
し
て
、楽
し
い
ブ

ロ
ッ
ク
総
会
を
終
え
た
。

    （
文
責
：
土
井
　
榮
次
）

　
令
和
２
年
10
月
25
日
㈰
に

高
知
市
で
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
記
念
と
し
て
、山
岳

写
真
展
を
高
知
城
ホ
ー
ル
で

開
き
ま
し
た
。

　
総
会
の
翌
日
、校
友
会
長

鈴
木
勝
夫
妻
、副
会
長
・四

国
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
土
井
榮
次

さ
ん
た
ち
が
見
学
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
　
　（
文
責
：
和
田
　
明
）

山
岳
写
真
展

支
部
総
会

北
海
道
後
志
支
部

　
令
和
２
年
度
の
支
部
総
会

を
８
月
22
日
㈯
に
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
が
、国
内
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
猛
威
が
続
き
、感
染
者

数
が
日
ご
と
に
増
え
、道
内

に
お
い
て
も
、感
染
者
数
は

少
な
い
も
の
の
、大
変
憂
慮

さ
れ
る
状
況
が
続
い
て
い
る

た
め
、残
念
で
し
た
が
開
催

を
延
期
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、10
月
に
入
っ
て
、

後
志
管
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
新
規
感
染
者
が
連

日
の
よ
う
に
確
認
さ
れ
、３

〜
９
月
ま
で
の
７
か
月
間
に

判
明
し
た
人
数
と
同
数
に
な

り
、急
増
ぶ
り
が
鮮
明
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、本
来
で

あ
れ
ば
総
会
の
場
に
会
員
の

皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

ご
審
議
賜
わ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、引
き
続
き
感
染
拡
大
の

防
止
に
努
め
る
観
点
か
ら
、

三
役
で
相
談
し
た
結
果
、書

面
に
よ
る
開
催
に
変
更
し
、

総
会
議
案
を
配
布
し
て
、ご

質
問
・
ご
意
見
等
の
回
答
を

い
た
だ
く
こ
と
を
も
っ
て
、総

会
開
催
に
代
え
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

        （
文
責
：
須
藤
　
克
美
）

秋
田
県
支
部

岩
手
県
支
部

千
葉
県
支
部

　
令
和
２
年
度
の
日
大
通
教

秋
田
県
支
部
総
会
に
つ
い
て

は
、例
年
出
席
い
た
だ
い
て

い
る
９
名
程
に
電
話
連
絡
し

て
相
談
し
、書
面
に
よ
る
総

会
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
部
会
報
を
待
っ
て
す
ぐ

総
会
資
料
を
発
送
す
る
手
は

ず
で
し
た
が
、支
部
事
務
局

の
Ｐ
Ｃ
破
損
、修
理
が
長
引

き
、10
月
29
日
発
送
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。発
送
作

業
は
、阿
野
幹
事
長
宅
で
佐

藤
支
部
長
、福
田
監
事
の
応

援
で
手
早
く
終
え
、契
約
し

て
い
る
宅
急
便
に
１
通
１
０

０
円
で
１
０
９
通
お
願
い
し

ま
し
た
。

　
作
業
後
、お
疲
れ
さ
ん
会

＆
忘
年
会
を
し
ま
し
た
。

11
月
７
日
の
期
限
で
疑
義

を
求
め
ま
し
た
が
、連
絡
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
会
費
納
入（
年
会
費
２
０

０
０
円
）を
心
配
し
て
い
ま

し
た
が
、12
月
18
日
現
在
24

名
で
し
た
。今
年
こ
そ
納
入

い
た
だ
い
た
会
員
に
電
話
で

お
礼
を
し
ま
す
。す
で
に
10

名
と
会
話
い
た
し
大
変
反
応

が
良
い
で
す
。

　
納
入
は
、郵
便
局
の
振
替

用
紙
で
す
。い
ま
ま
で
は
納

入
者
の
お
知
ら
せ
が
封
書
で

無
料
で
し
た
が
、有
料
に
な
っ

た
た
め「
郵
貯
ダ
イ
レ
ク
ト
」

で
ウ
ェ
ブ
活
用
し
て
い
ま
す
。

        （
文
責
：
阿
野
　
広
美
）

　
令
和
２
年
度
岩
手
県
支

部
総
会
は
、県
内
で
も
進
化

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が

拡
大
の
傾
向
に
あ
り
、感
染

拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、や

む
を
得
ず
対
面
形
式
に
よ
る

開
催
を
断
念
し
、書
面
表
決

に
よ
る
開
催
と
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
審
議
内
容
は
、令
和
元
年

度
事
業
報
告
と
決
算
の
承

認
、な
ら
び
に
令
和
２
年
度

事
業
報
告
と
予
算
の
２
点

で
、支
部
会
員
に
資
料
を
送

り
、内
容
を
確
認
し
て
い
た

だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。書

面
表
決
と
な
っ
た
関
係
で
、

本
部
総
会
や
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

総
会
の
詳
し
い
報
告
を
す
る

こ
と
も
で
き
ず
、ま
た
、会
員

が
集
ま
っ
て
の
近
況
報
告
な

ど
も
で
き
な
い
の
が
残
念
で

す
。

　
来
年
こ
そ
は
多
く
の
支
部

会
員
が
集
ま
っ
て
情
報
交
換

を
し
、大
い
に
懇
親
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

        （
文
責
：
菅
原
　
伸
芳
）

令和２年度

　
千
葉
県
支
部
第
47
回
総

会
は
、令
和
２
年
７
月
５
日

㈰
に「
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
」

で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
し

た
。

　
４
月
に
予
定
し
て
い
た
支

部
役
員
会
も
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
開
け
ず
、や
む
を
得
ず
支

部
長
と
事
務
局
で
、代
替
支

部
総
会
を
紙
上
に
て
行
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
の
収
支
決

算
書
・
財
産
目
録
・
監
査
証

明
書
、支
部
役
員
の
改
選
案
、

令
和
元
年
度
活
動
報
告
、令

和
２
年
度
活
動
計
画
案
、令

和
２
年
度
予
算
案
を
総
会
資

料
と
し
て
、令
和
元
年
度
・

２
年
度
の
支
部
年
会
費
を
納

入
さ
れ
た
校
友
に
送
付
し
、 ５

月
末
日
の
期
限
を
設
け

て
、検
討
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
提
出
し
た
議
事
に
つ
い
て

は
、異
議
申
し
立
て
が
な
く
、

無
事
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、７

月
29
日
付
で
当
該
校
友
に
対

し
て
、は
が
き
に
て「
令
和
２

年
度
第
47
回（
紙
上
）支
部

総
会
の
結
果
報
告
等
」を
送

付
し
、お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
１
月
に
発
行
さ

れ
た
支
部
会
報
第
42
号
の
１

面
で
も
、広
く
お
知
ら
せ
し

て
お
り
ま
す
。

     （
文
責
：
高
垣
　
む
つ
子
）

千
葉
県
支
部

令和3年度

　
令
和
３
年
７
月
11
日
㈰
に

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
第
48

回
支
部
総
会
は
、昨
年
同
様
、

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
紙
上
総
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
５
月
中
旬
に
支
部
校
友
に

総
会
資
料
を
送
付
し
、６
月

10
日
ま
で
に
検
討
の
上
、異

議
が
あ
れ
ば
申
し
立
て
る
よ

う
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
期
日
を
過
ぎ
て
も
異
議
申

し
立
て
は
な
く
、左
記
の
議

事
に
つ
い
て
は
、す
べ
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

一、令
和
２
年
度

　
㈠
支
部
活
動
報
告

　
㈡
支
部
会
計
報
告

　
㈢
支
部
監
査
報
告

二
、令
和
３
年
度

　
㈠
支
部
活
動
計
画
案

　
㈡
支
部
予
算
案

　
こ
れ
ら
の
議
事
の
可
否
結

果
に
つ
い
て
、７
月
１
日
発
行

予
定
だ
っ
た
本
部
会
報
98
号

を
支
部
校
友
各
位
に
送
付
す

る
際
に
同
封
す
る
予
定
で
し

た
が
、コ
ロ
ナ
の
影
響
で
そ
の

発
行
が
遅
延
す
る
と
の
こ
と

で
、校
友
各
位
に
は
急
遽
は

が
き
に
て
結
果
報
告
を
い
た

し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
の
予
算
が
承

認
さ
れ
、コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、

多
く
の
支
部
校
友
か
ら
、支

部
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、支
部
会
報

が
本
年
も
発
行
で
き
る
こ

と
、支
部
役
員
一
同
、心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。

           （
文
責
：
行
木
　
孝
）

　
２
０
１
９
年
度
埼
玉
県
支

部
総
会（
２
０
２
０
年
実
施
）

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る「
緊
急
事
態
宣
言
」の

発
令
に
伴
い
、郵
送
に
よ
る

書
面
決
議
と
し
た
。

　
議
事

第
１
号
議
案

　
２
０
１
９
年
度
事
業
報
告

第
２
号
議
案

　
２
０
１
９
年
度
決
算
報
告

　
２
０
１
９
年
度
会
計
監
査

第
３
号
議
案

　
２
０
２
０
年
度
支
部
役
員

（
案
）

第
４
号
議
案

　
２
０
２
０
年
度
事
業
計
画

（
案
）

第
５
号
議
案

　
２
０
２
０
年
度
予
算（
案
）

　
第
１
号
議
案
か
ら
第
５
合

議
案
ま
で
す
べ
て
承
認
さ
れ

た
。会
員
総
数
52
名
、返
信

回
答
45
名
、賛
成
45
名
。

     （
文
責
：五
十
嵐
　
美
奈
）

埼
玉
県
支
部




